

























































ハワイや北米とアルゼンチンの具体的な接点 つい は明らかになっていないことも多い。 「沖縄移民」や「沖縄系」 して括られる「アイデンティティー」を形作るものはひとつではないが、ひとまず本稿ではアルゼンチンで展開さ た救済活動を事例 、沖縄の芸能が担った役割についてその一端を明らかにし、今後の研究の基礎としたい。
本稿ではまず、アルゼンチンで展開された沖縄移民による救済活動について述べ、その後、救済活











































た、沖縄の支援に対する緊急性から、沖縄出身者が一一人あらたに救恤委員会に加わることが決定し、それに伴い会合場所も戦前から首都近郊で花卉栽培に従事してきた沖縄移民が所属する組合に変更された。以上の過程から、救恤委員会の活動 当初より に向け 支援に比重を置いていたことがうかがえる
救恤委員会が沖縄移民の意向をとくに反映させたことは、沖縄移民が移民先で他府県の出身者より






















して 。救済活動における協力体制に見られるように、沖縄移民と他府県出身者とは故郷を救 という共通の目的のもと活動に励んだが、次節で更に述べるように、両者の関係性は当時 おいてもなお移民前から 問題から切り離しては考えられな った。
第二次世界大戦中及び戦後はアルゼンチンから日本本土と沖縄の間で郵便のやり取りが不可能で



































































し、沖縄移民は沖縄救済会を設置した。そのうえで、 「母県」沖縄に対する支援のみならず「祖国」日本に対する支援においても協力関係にあったことは 恤委員会と 救済会の併存を可能にし、結果として沖縄に対する支援活動をより充実させた。
三．救済活動における沖縄の芸能救済活動の資金集めは、短い期間の中でいかに人々の間に活動を広めるかということが重要であっ
























































まず掲げられたのは、アルゼンチンにおける沖縄移民の地位向上であった。具体的に 、 「当国在住沖縄出身者の教養を高め社会的地位を固むる 共に一般同胞との融和協調に遺憾なき 期する」とある。そして、 「教養を高め社会的地位を固むる」ために、球陽劇団から続く音楽、舞踊の部に加えて、「女子部」や「奨学部」を設置することが明らかにされ、協会の設立によって、 「沖縄民族将来の発展に萬全を希ふ」と表明された。 「沖縄民族将来の発展」を願 、 「同民族 る沖縄人が政治、実
197 アルゼンチンにおける沖縄移民の救済活動と芸能
業、宗教、法曹、刀圭の各界に於いて今日尚ほ他府県人に比肩する偉れた人物のない」こと、つまり他府県出身の移民と比べて沖縄出身者の社会進出が遅いことを危惧してのことと記されている。その差異の原因として 「経済的困窮は申すに及ばず政治的に社会的に冷遇されたに因することが過去の沖縄政治経済史に依って自らうなずける」と説明し、沖縄 強 られてきた歴史的な背景によっ 、今日の移民先でもなお沖縄出身者と他府県出身者の差異が生まれて る している。その上で、 「要は亜国における沖縄出身者の教養を高め社会的地位を引上げ他府県人と同水準 すすめ且つ劣等感を抱く者、優越感を持つ人々の蒙を啓くにある。斯くすることによって亜国邦人間の握手融和は成り、同胞社会の明朗化は期し得らると信ずる」と結び、沖縄出身者の社会的地位を他府県出身者と「同水準」に引き上げることで「亜国邦人間の握手融和」がなされ、それによって「同胞社会の明朗化」が達成できると説明した。音楽舞踊協会の趣意書からは 在亜邦人の間では戦後も 身地域による差異と、それによ 沖縄移民に対する 別は意識の面でも現実的な問題としてもあり、 「同水準」では無いため在亜邦人社会が未だ「 」されていない状況であったこと、すなわち、 「在亜邦 」という括りの中には看過できない違いが存在していたことが推察される。音楽舞踊協会は音楽と舞踊を中心に活動する組織として誕生したが 沖縄移民の地位向上を目指したい いう狙いがあり、その名称を超えた を理念としていることは明確であろう。筆者の聞き取りでは、アルゼンチンで 沖縄移民に対する差別は無かった言われて たが、音楽舞踊協会が沖縄移民 「地位向上」を目的としてい
198
ることは、音楽と舞踊が在亜邦人社会における沖縄移民の地位向上においても重要な役割と認識されていたと同時に、設立趣意にみられたよう 教育や女性への支援を含んでいたことは、移民初期の時代には後回しになってきた子どもへの教育や女性の自立に対して、その重要性をも認識していたこの表れだろう。音楽舞踊協会の参加する演芸会には沖縄移民 限らず 多くの在亜邦人が集まり好評で、演目は沖縄以外のものが含まれることもあっ が、音楽舞踊協会はほぼすべての演芸会に協力していた。
一九四八年には救恤委員会の催し物として「大演芸会」が開催され、後援には音楽舞踊協会の前身























他府県の出身者も、また、在亜邦人が言うところの「ガイジン」も観客として訪れた演芸会の大盛況ぶりは、救済活動において動員の大きな要となったことは想像に難くない。救済活動の目的のために協働した在亜邦人が、その内部における溝を埋めることに沖縄の芸能が果し 役割は大きかったと考えられるが、 社会全体を見据えて音楽舞踊協会の趣意書において指摘され、目指された内容は、戦後の沖縄移民による組織化 在り方にも影響 与え 出来事だったのではないだろうか。
救済活動全体がアルゼンチン政府によって停止を余儀なくされると、音楽舞踊協会の活動も全盛期




















































加えて意識の面でも自らが沖縄出身であることを再確認していく作業が含まれていた。隣国のペルーやブラジルと比較するとアルゼンチンに居住する沖縄移民社会の規模は小さい。しかしながら、海外に暮らす沖縄移民及びその子孫が沖縄に会する一大イベント「世界 ウチナーンチュ大会」の継続的な開催と大会への注目にみられるように、沖縄移民への関心は寧ろ高まっている。移民社会の規模の大小を問わず、移民 経験を現在につな る歴史としてあらためて問い直していくことが重要ではないだろうか。【註】（
1）本論で取り上げる「救済活動」とは、第二次世界大戦後、主に一九四六年から一九五一年にかけてアルゼ























































































































































































57）寺内直子「海を渡る沖縄の歌と踊り」 、 『アジア遊学』六六、 二〇〇四、比嘉マルセーロ「アルゼンチンの日
本人移民の子孫
―
遍歴の中のアイデンティティ志向の可能性」 、山本岩夫ほか編『南北アメリカの日系文
化』 、人文書院、 〇〇七年ほか。
